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カバークロップ等を活用した農地、
畦畔などの植生管理
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どんな研究や技術開発をしているの？

・稲、麦、大豆、果樹などの品種育成と栽培技術の開発

・鳥インフルエンザ、BSEなど動物衛生に対する技術開発

・無人田植機などのスマート農業機械の開発 など

研究課題の例
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１．環境保全型農業直接支援対策
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環境保全型農業直接支払交付金

カバークロップ 堆肥の施用 有機農業

交付単価
対象取組

（国と地方の合計）

カバークロップの作付 8,000円/10a

堆肥の施用 4,400円/10a

有機農業 8,000円/10a

地域特認取組※ 3,000～8,000円/10a 

全
国
共
通

※地域特認取組の対象取組や交付単価は都道府県により異なる

交付単価（2019年度：一部抜粋）
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地域特認取組（滋賀県）
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カバークロップ（Cover crop） = 被覆作物

農家にとっては「緑肥作物」の方がわかりやすい

カバークロップとは

土壌浸食を防ぎ土壌中に有機物を加えて土壌改良に役立つ
作物すなわち土壌保護作物である （江原薫1971）

グラウンドカバープランツ（Ground cover plants）

圃場、畦畔、法面などに栽植され、土壌浸食の防止、雑草
抑制、景観形成等に役立つ植物

リビングマルチ（Living mulch） = 植物マルチ
主作物の播種前後に植えられ、主作物の栽培期間中の全部
または一部期間にも生存して、地表面を被覆している植物

間作や混作で利用される
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レンゲの栽培面積の推移

全国 滋賀県

1956年 225,344 ha 10,290 ha (4.6%)
1960年 238,700 ha     9,980 ha (4.2%)
1970年 97,400 ha       305 ha (0.3%)
1980年 23,300 ha        57 ha (0.2%)
1990年 18,400 ha       734 ha (4.0%)
2000年 32,500 ha     1,240 ha (3.8%)
2010年 15,200 ha       789 ha (5.2%)
2016年 10,900 ha       654 ha (6.0%)

レンゲ栽培面積減少の要因

化学肥料の普及、水稲栽培の早進化、米価下落、
害虫(アルファルファタコゾウムシ)の出現
養蜂業の縮小 など
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カバークロップによる土壌浸食・風食の防止

●関東の畑作地域では、冬期
の風食により作土層が年々
減少

●砂塵により住環境などに被
害、アレルギーの原因にも

●カバークロップを利用した
赤土の流失軽減試験
（沖縄）
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水田有機輪作体系へのカバークロップ導入試験

3月中旬
ライムギは出穂期に
高刈り（50cm）する

水稲
ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ＋
ライムギ

大豆 ライムギ

9月6月 10月 7月 12月11月5月 5月

4月下旬

5月中旬

ヘアリーベッチが圃場全体を
被覆（6月上旬頃刈り取り）
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地球温暖化防止効果
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クロタラリア

Crotalaria juncea Crotalaria spectabilis

〇 サツマイモネコブセンチュウ
〇 キタネグサレセンチュウ
〇 ダイズシストセンチュウ

〇 サツマイモネコブセンチュウ
× キタネグサレセンチュウ
△ ダイズシストセンチュウ

・マメ科の1年草。播種後2～4ヶ月で1m程度に育ち黄色の花が咲く
・種によって、初期生育や防除可能な線虫が異なる
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耕作放棄地の植生管理

●草生管理することで地力が維持され復田も容易

セスバニア(Sesbania rostrata)

熱帯原産のマメ科植物で、
根粒及び茎粒により窒素
固定を行う

根の発達も旺盛で、土壌
の透水性の改善や還元化
の制御も期待できる

導入初期には根粒菌が粉衣された種子を購入する

茎が堅くなる前に刈り敷き、すき込む
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すきこみ時

●すきこみ時期の目安は、イネ科草種は出穂期頃、その他の
草種は開花期頃
●次作の作物の播種(移植)時期の約1ヶ月前にフレールモア等
で刈り敷き、その後ロータリ等ですきこむ

カバークロップを輪作体系に組み込む場合の注意事項
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水稲－レンゲの輪作体系（栽培管理例）

9月

水稲

播種

4月10月

すきこみ

5月

移植

下旬 下旬

収穫

レンゲ

下旬

代かき 追肥

7月 9月

収穫

●土壌診断等により土壌の理化学
性を把握する

●レンゲは開花期頃にすき込み、
20日程度あけて水稲を移植する

●元肥(窒素)は無施肥を基本とし、
追肥で調整する

●「連休田植え」ではレンゲ導入
のメリットは小さい

中旬
6月
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ヘアリーベッチの導入事例

●秋田県大潟村
●水田有機輪作にヘアリー
ベッチを導入
（主として大豆作前）
●緑肥効果と透水性の改善
が目的

＜秋田県立大学データ＞
●ヘアリーベッチの根が深さ40cmまで伸長、土壌に亀裂構造
が発達
●ヘアリーベッチ無植栽区に比べて大豆の根粒着生数が増加
●ヘアリーベッチ無植栽区に比べて大豆の収量が増加
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2014年11月：秋田県大潟村
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2013年4月：茨城県龍ヶ崎市

早生品種 晩生品種
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ナギナタガヤの導入事例と栽培の留意点

●ミカン（愛媛県，静岡県）
●ブドウ（山梨県）
●ナシ（静岡県）
●モモ（岡山県）
●ブルーベリー（埼玉県）
●お茶（宮崎県）

など

●播種前に残存している雑草を除去する

●浅く耕起したあと播種し、覆土・鎮圧すると定着率が高まる

●春先に窒素成分で3～5kg程度の追肥が必要

●永年利用は困難な場合が多いので、毎年播種または追播する

導入事例

栽培方法と留意点
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３．リビングマルチに関する試験研究と現地農家の取組
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クローバを利用したトウモロコシのリビングマルチ栽培

播種 ７月

８月 ９月
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野菜作におけるオオムギリビングマルチの導入

●群馬県富岡町

●コンニャク、ネギ、オクラなどの栽培に導入

●コンニャクでは根腐れ病の防除(透水性の改善)

●ネギ、オクラではアブラムシの防除(バンカープランツ)

現地での導入事例①
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４．カバークロップ等による畦畔、法面の管理

23



グラウンドカバープランツ

畦畔や法面の管理に利用 景観形成作物として利用

ノシバ、センチピードグラスなど ハゼリソウ、シバザクラなど

定着すれば管理が楽、景観及び生物多様性保全に貢献

播種(移植)～定着までに労力と時間がかかる
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二重ネット工法によるシバの植栽手順

シバ(Zoysia japonica)＝日本在来種を利用

植栽手順

３～４月頃 前植生の除去(野焼き、除草剤)

４～５月 床土入れ(雑草種子を含まない土)

６月 二重ネットの展開と目土入れ

ネットの中にシバのほぐし苗が入っている

多年性雑草は地下部まで除去
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植生の維持・管理のための作業

シバ被度拡大の推移（陸前高田市：2014年6月植栽）

●植栽年には秋に１回、その後は年３回の草刈り

●シバ以外の雑草を枯らす選択性除草剤の使用も可能

年４～５回の草刈り作業を３回に軽減できる

安定した被覆が得られるまでには２～３年かかります
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高機動畦畔草刈り機
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畦畔などで見かけたら注意する雑草

ナガエツルノゲイトウ

・南米原産の多年性植物（ヒユ科）

・乾燥に強く、水田、畦畔などに侵入して他の植物を覆いつくす

４月～１０月に白い小さな
花を咲かせる

あぜ

水田

特定外来生物
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琵琶湖外来生物除去大作戦2016

IVUSA学生約400名でオオバナミズキンバイ
とナガエツルノゲイトウの除去活動を行い、
総重量48.7tの特定外来生物を除去

本ページは、NPO法人国際ボランティア学生協会
(IVUSA)の公式HPより抜粋して作成しました
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対策 開花・結実する前に除草剤等で確実に除去する

アサガオに畑
とられて・・・

帰化アサガオ類の防除
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